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笑"是由夭賜的 “想像"号1起的。他先 “想像"看事物,逃而又先 “想像"l古文事。就好像玩要一祥。那




































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































重慶 文 出版社 1945年6月初版
新豊出版公司 1946年2月初版,1947年2月
再版
上海 長光 1948年3月初版,1949年1月再
版
『首都図書館編 老舎研究資料編目 北京市図
書館学会』(条華書店)に依る。
(5)拙稿「老舎『趙子日』試論」(八戸工業大学紀要
第9)p■88
(6)作品を前半と後半を三分する作品の書き方は
最も顕著な例として『小ナ皮的生口』がある。す
べての長篤小説には基本的にこの傾向がある
ような気がする。このような創作方法は,さら
に短編にもあり,老舎の一つの特徴といえるか
も知れない。もっと考えてみたい。
(7)F牛天賜伝』p381
(8)「牛天賜伝』p394
(9)同上
(10)「牛天賜伝』p.400
(11)この種の,いわば伝統的な文化の歪みに対する
諷刺は,最初の長編小説『老張的哲学』(1926)
に始まっている。詳しくは拙論「老舎 F老張的
哲学』私論」(F集刊東洋学』57号。1987年)を
-287-
八戸工業大学紀要 第17巻
参照して頂きたい。
(12)『牛天賜伝』p.403
(13)『牛天賜伝』p404
(14)『牛天賜伝』p423～p.424
(15)「牛天賜伝』p.448
(16)『牛天賜伝』p.453
(17)『牛天賜伝』p.472
(18)F牛天賜伝』p472
(19)F牛天賜伝』p473～p474
(20)「牛天賜伝』p474
(21)『牛天賜伝』p475
(22)「運動」と称するもの捉え方は,処女である短編
小説『4 鈴ヽ児』(1923年)から一貫している。こ
の小説でも主人公は先生に影響され「運動」の
ようなものをやり,最後に主人公の小学生が退
学させられるという筋立てになっている。
(23)『牛天賜伝』
(24)『牛天賜伝』
(25)『牛天賜伝』
(26)F牛天賜伝』
(27)『牛天賜伝』
(28)『牛天賜伝』
(29)同上
(30)F牛天賜伝』
(31)「牛天賜伝』
(32)『牛天賜伝』
(33)F牛天賜伝』
(34)F牛天賜伝』
(35)F牛天賜伝』
p.478～p479
p_481～p.482
p.488
p500
p500
p.502
p.507
p504
p.507
p 509
p538
p.545
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